
事例まとめ

「あいりんつむぎ地域包括支援センター」

・転入者 独居 地域は心配しているが、本人は地域とつながらない
・親族と関係が希薄
・自分の生活スタイル こだわり
・受診や介護保険サービス拒否
・家にものをため込んでいる 不衛生な環境

⇒地域の見守りから把握したケース。まずは地域からの相談があったからつながった。
⇒その後の支援について、拒否的な本人に対し、粘り強く何度も訪問することで信頼関係ができ、本人の命を守ること
ができた。

「高島・安曇川地域包括支援センター」

・家族に問題があり、本人が希望する介護サービスがはいらない
・在宅医療や介護職の連携だけではうまくいかない
・高齢者へのかかわりをきっかけに、介護者である娘や息子へのかかわりがはじまることがある。

⇒在宅医療・介護連携推進事業だけではなく、障害福祉や精神保健医療との連携も必要となっている。

資料４
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在宅医療・
介護連携推進事業

生活支援
体制整備事業

認知症
総合支援事業

介護予防・
日常生活支援総合事業

資料出典：岩名礼介講演資料
（三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社）を一部修正

高齢者が住み慣れた地域で安心して
過ごすことができるよう、包括的および
継続的な支援を行う地域包括ケアを推
進することが地域包括支援センターの
目的です。

出典：厚生労働省



親族と疎遠
身寄りがない
地域との関わりを好まない
本人に精神疾患の疑い
同居する親族が精神疾患ひきこもり
経済的困窮・・・・など

高齢者になって、身体機能や
認知機能が低下し、家族の問
題・生活環境など背景の問題
が表面化してくる

地域包括支援センター主催
地域ケア個別会議で協議

介護サービス事業所だけではなく、
民生委員や区長などの地域の関係者、警察や消防
などの他機関にも出席を依頼することがあります。



事業 開催日時 内容

地域
づくり

生活支援体制整備事業

令和６年10月29日
令和7年2月4日（予定）

第1層協議体会議
移送支援を含む生活支援

について

各地域2回開催 第２層協議体会議 地域の課題について

専門職の
連携・研修

在宅医療・
介護連携推進事業

令和7年２月６日
（予定）

医療連携ネットワーク
運営協議会

権利擁護と
意思決定支援について

主任介護支援専門員研修 令和６年12月19日
主任介護支援
専門員研修

「ひきこもりの理解・
８０５０問題の理解」

地域ケア個別会議 随時
各地域包括支援センター

が開催
個別事例の検討

①地域支援事業（包括的支援事業）

地域ケア推進会議の開催（予定）

複雑で解
決困難な
事例でも

地域から孤立することなく
高齢者が安心して暮らし続けられる地域包括ケアを目指して



事業 開催日時 内容

地域づくり

見守りネットワーク事業
令和６年４月１１日

令和６年5月8日

見守り協定事業所への出前講座
（コープしが）

見守りネットワーク事業説明
（セブンイレブン）

見守り会議 随時
担当地域見守り会議への参加

セーフティネット連絡会
（住民福祉ネットワーク主催・社会福祉協議会事務局）

各地域２回 各担当地域への参加

専門職の
連携・研修

くらし連携会議
（くらし連携室主催）

各地域年３回開催 地域包括支援センター職員として出席

精神障害への理解と支援に
関する研修（障がい福祉課主催）

令和６年11月21日 「精神疾患のある方や家族への支援について」

アディクション従事者研修会
（高島健康福祉事務所主催）

令和６年10月30日
「誰でもアディクションになる～その根拠を正しく

理解しよう～」
「家族からの相談にどう対応すればいいか」

②その他



地域包括支援センターだけでは
解決できない、
在宅医療・介護関係者の連携だ
けでは解決できない問題もあり
ます。

重層的支援体制整備事業 相談支援体制の活用



市役所各課
公立病院等 Ⅰ相談支援

Ⅴ多機関協働

【高齢】生活支援体制整備事業
【委託先】①市社協、②市民協働交流センター

Ⅲ地域づくり支援

【高齢】地域介護予防活動事業
【直営】通いの場への助成（各種団体）

【困窮】生活困窮者のための地域づくり事業
【委託先】市社協

【子ども】地域子育て支援拠点事業
【直営】子育て支援センター
【委託】つどいの広場（私立認定こども園）

【障害】地域活動支援センター機能強化事業
【委託先】①たかしま会、②虹の会

【複合・はざま】参加支援事業・継続的支援事業

【委託先】虹の会（ぷれホップ）
※生活困窮者就労準備支援事業（ホップ）、
アウトリーチ支援と一体的に実施

生きづらさ等の生活
課題を抱える本人や家族

Ⅱ参加支援 Ⅳ継続的支援

民生委員
児童委員

介護事業所

計画相談事業所

属性や分野で括れない
様々な地域生活課題

保護司

様々な地域の居場所（サロン、地域食堂、子ども食堂、地域カフェ、学校カフェ、企業の取組みなど）

【複合・はざま】多機関協働事業
【直営】くらし連携支援室
【委託先】市社協（令和５年度～）
（成年後見サポートセンター：権利擁護支援）

重層的支援
個別会議
月１回

支援会議
随時

関係者...

関係者…

関係者…

くらし連携

関係者

ぷれホップ

つむぎあい会議
事務局会議
年２回

庁内連携
つむぎあい会議

年２回

健康福祉部・子ども未来部
の部次長・全課長

教育機関

庁内30部局が参加
（税・水道、商工、
教育、福祉など）

【R5~】
権利擁護支援
ネットワーク
委員会
年２回

学識経験者

高齢

障がい

行政書士

なんでも相談会
（ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ相談）

医療機関

見守りNW事業
（市と企業の協定）

子ども若者

見守りNW活動

市・社協

成年後見

孤立

メンタル
ヘルス

自殺対策

家族関係
地域との
関係

権利擁護

看護

難病

貧困

支援拒否

これらが複合したり
狭間を生み出す

いきがい
就労

災害

ペッ
ト

虐待

居場所・役
割

働き・暮らし応援センター（就
労支援：障害・困窮）

認定就労訓練

ハローワーク

くらし連携支援室
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社会福祉士

弁護士

司法書士

つむぎあいシート
（連携促進ﾂｰﾙ）

フリースペース
（生活学習支援）

つながり応援
支援者NW会議

年２回

地域生活
つむぎあい会議

年２回

学識経験者

教育商工

市民活動

医療

共同募金

市・社協など
全13分野

くらし連携会議
（6地域）

全体は年３回
個別は地域毎

民生委員

地域包括

社協Ｃｏ

地区担当
保健師

医療機関

介護事業所

駐在所

関係者

仲間のWA

あすくる高島

よろず
夢カフェ

虹カフェ ホップ

つむぎあい
作業部会

（分野別説明会）
随時

障がい生活困窮

高齢

子ども
地域福祉

若者

【高齢】包括的支援事業
【直営】地域包括支援センター（基幹）
【委託先】近江愛隣園・たかしま地域包括

ケア研究会
（あいりんつむぎ地域包括支援センター）
（高島・安曇川地域包括支援センター）

【障害】相談支援事業
【委託先】虹の会
（障がい者相談支援センターコンパス）

【困窮】生活困窮者自立支援事業
【委託先】市社協・ゆたか会
（つながり応援センターよろず）
（働き・暮らし応援センター）

分野別相談支援
センター連絡会

年２回

【R6~】
権利擁護

個別支援会議
随時

高島市での「重層的支援体制整備事業」の全体イメージ 令和６年度版（令和４年度～）
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